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 都内の野生イノシシ、ブタ、ハエを対象に E型肝炎ウイルス（HEV）の浸淫調査

を実施。材料はイノシシ血液 524検体、ブタは血液、糞便、肝臓のいずれかの 457

検体、ハエ 86匹及びハエを含んだ誘引液 34検体。HEV検出は RT-qPCR法とし、

陽性検体は分子系統樹解析を実施。ハエ検体はイノシシ科及びシカ科のミトコン

ドリア DNA（mtDNA）を標的とした PCR法を併せて実施。HEV陽性数はイノシシ 2

検体（陽性率 0.3%）、ブタ 10検体。ハエは全て陰性。分子系統樹解析より、イノ

シシ由来 2 検体は遺伝子型 3b 型と 4a 型に分類され、ブタ由来 10 検体のうち 9

検体は 3b型に、1検体は 3型だがいずれのサブタイプにも分類されず。mtDNAは

イノシシ科が 2検体陽性、シカ科は全て陰性で、イノシシ由来物質との接触を確

認。都のイノシシとブタで HEV浸淫を確認したが、イノシシにおける遺伝子陽性

率は 0.3%と、既報よりも低値であった。 
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